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事
で

、

白

血
球

が

染
色

體
の

減
數
を
有
す
る

こ

ご

が

あ

っ

π
、

莫

染
色
體
の

形
さ

へ

も

第
一

回

成

熟
分

裂
の

生

殖

染
色
體
の

特
徴

を

示
す
こ

ご

が

あ
る

ε

云

ふ

事
で

あ

る
。

之
れ

は

生

殖

巣
以

外
の

細

胞
で

從
來

生
殖

細
胞
に

限
る

ビ

思
は
れ

だ

特
徴

を
示

す
一

例
で

、

實
に

大
切

な

事
で
あ
る
。

此

見
方
に

よ

る

ビ
、

出

芽
法
が

有
性
生

殖
法
ご

異
な
る

圭
な
點
は

新

個

鱧
の

股

離
す
る

所
が

、

一

個
又
は

若
于
個
の

未

熟
な
生

殖

細

胞
の

所
に

有
る

事
ご

、

此
未

熟
な

生

殖
細
胞
は

或
體
質
細
胞
ε

同

拌・
し

て

居
る

事
ご

で

あ
る
。

自
分
の

記

憶
す
る

所
で

は
、

生
殖
法

の

種
類
の

間
の

鳫
別
は

、

全
く
根
本
的
な

差
で

め

る

ご

見
倣
さ

れ

だ
が

、

此
説

明
に

由
る

ご
、

種
々

の

生

殖
法
の

間
に

は

共
通
な
一

っ

の

主

要
な

作

用
即

ち
生
殖

細
胞
が

母

體
か

ら

分
離
で

る

作
用
あ

る

こ

ご

明
で

あ
る
。

生
殖

細
胞
が

體
質
細

胞

を
同

件
す
る

ご

云
ふ

考
は

別
に

怪
む
に

足

ら
諏

。

何
故
か

ご

云
へ

ば
、

哺

乳
類
の

卵
は

、

卵
巣
を
出
る

時
に

、

透
明
帶

即
ち

濾
胞

細

胞
の

袋
を

被
つ

て

居
る

。

無
性
生

殖
で

は

生
殖

細
胞
が

未

熟
で

あ
つ

て
、

體
質
細
胞
の

種
々

の

袋
を

有
つ

て

居
る
o

以

上
の

外
に

、

二

種

生
殖

法
の

間

に

相

似
て

居
る

點
が

あ
る
o

生

　
　

内．
外

量

報

　

殖

細

胞
は

有
性
生

殖
で

は

將
に

死
な

ん
こ

す
る

體
か

ら

股
出
す
る

　

が

後
生

動
物
の

芽
も

同
じ
く

死
譲

可
き
親
の

體
即

ち

殘
剰
物
か

ら

　

脱
出

す
る

の

で

あ

る
。

海

綿
に

於
け
る
ジ

ェ

ム

ー、、
ユ

ー

川

形
成
の

方
法

、

コ
三

畧
舞
夛

（

蘚
苔
虫

の
一

亞

目
）

に

於
け

る

ス

タ

ト

 …
　

ブ

ラ

ス

ト

發
逹
の

方
法

等
に

就
て

見
る

べ

き
で

あ
る
。

故
に
二

種

　

の

生

殖

法
は

或
意

味
に

於
て

、

新
に

生
命

る

個

膿
の

排

泄
作
用

、

一
　

即

ち

親
か

ら

離
れ

て

老

廢
物

を

排
除
す
る

作

用
で

、

共
に

生
殖

細

一
　

胞
の

エ

ネ

川

ギ

ー

が

最
初
の

動

力
を
成

す
の

で

ゐ

る
。

…
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

川
村

多
實
二
）

…
　

●
生
長
の

問
題
ご

人
類
及
び

二

三

の

哺
乳
類
の

　

畜
可

命
〔

承
前
）

　

前
逋
の

如

く
産
出
後
の

生

長
が

、

工

子

ル

ギ

ー

の

生
長
則
に

從
ふ

　

な
れ
ば

胎

内
に

あ
る

間
も

亦

同
樣
な

ら
ん
ご

は

誰
も

考
へ

得
る

よ

一
　

事
な
り

然
し

胎
兒
の

工

子

ル

ギ

ー

法

則
を

知
る

は

困
難

な
り

種
々

へV

之
れ

に

は

議
論
も

あ
れ

ご

余
の

考
ふ

る

所
に

よ

れ

ば

胎
見
は

母

よ

　

り

も

體
重
の

單
位
に

し

て

多
く
の

熟
を
出
だ

す
。

　

衣
に

云
ふ

べ

き
は

初
生

兒
の

生

長
速
度
ε

、

胎
内
に

あ
る

長
さ

は

　

比
例
す
る

事
な
う
。

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一一
コ
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日 五 十 月 九 年

一
十 四 治 明

猫 犬 豚 入 羊 牛 馬
内

外

彙

報

　

　
體
重
の

二

倍
に

な
る

日

數

六

〇

四

七

　一

五

“

八

〇

一

四

　

八

　

九

胎
内
に

あ
る

旧

數

三

三
三

ー
三

四
三

二

入

五

ー
二

九
〇

一

四

四

−
一

五

〇

二

八

〇

＝
⊥

ハ

六

三

五
六

胎
内
に

あ
る

時

間
は

動

物
の

大
さ

に

比

例
す

然・
し

人

は

例
外
な
り

羊
ご

人
ご

生
れ

し

時
の

重
さ

は

同

じ

然
る

に

胎

内
に

あ
る

日

數
は

羊
に

て

は

人
の

牢

分
な
り

人
は

故
に

産
出
せ

ら

れ

し
後
の

生
が

他

の

者
ご

異
る

の

み
な

ら

す
胎

内
に

あ
る

生

長
も

他
ご

異
る

な

b
。

砌

生

兒
の

體
重
の

二

倍
に

な

る

時
に

於

け
る

程

完
全
に

測
定
す
る

を

得
ざ

れ
こ

も
胎

内
に

あ
る

間

の
エ

ネ

ル

ギ

ー

の

消
費
は

ほ
∫

窺

ふ

を
得
其
に

て

も
エ

ネ

ル

ギ

ー

に

關
・
し

て

生

長
則
の

正
き

を
見
る

胎

内
に

あ
る

間
に
一

キ

ロ

グ

ラ
ム

の

體
重
を
増
す
間
に

生
す
る

熟

は
。

　耶
梅

　

　

二

〇
二

入
キ

ロ

グ

ラ

ム

カ

ロ

フ

ー

三

＝

∵
壽
丁

三
四

・

　

犬

二

三

天

　

之
に
一

キ

ロ

グ

ラ

ム

の

體
重
の
キ

ロ

グ

ラ
ム

カ

ロ

ヲ

ー

を

加
ふ

れ

…
　

ば

生
長
系
數
四

〇
、

五

　
プ

ロ

セ

ン

ト

こ

な
る

即

ち

産
出
後
よ

ら

　

餘
計
な
b
。

　

生

長
原
則
ご

は

哺
乳
類
の

生
長
に

際

し

生
長
期
間
は

生
ぜ
O
物
を

　
エ

、
矛

ル

ギ

ー

の

代
謝
が

（

人

を
除
き

て
）

一

定
な

る

事
に

て

動

物

一
　

の

初
め

の

體
量
の

二

倍
に

な
る

時
ご
エ

ネ

〃

ギ

ー

の

代
謝
は

反

比

一〜
　

す

f
生
長
の

日

少
き

程
エ

ネ

ル

ギ

ー

の

代

謝
早

く

從
て

生

長

早

一
　
．
し
〇

一一“

第
二

に

生

長

原
則
の

教
ゆ

る

は
エ

ネ

〃

ギ

ー

の

代
謝
は

體

量
が

二

　

倍
に

な

る

時

間
が

短
き

程
壇

す
事
よ
り

し
て

表
面
の

規
則
に

よ

リ

　
ェ

、
矛

ル

ギ

ー

の

代
謝

張
き

程
表

面
増

加
す

。

　

是
よ

り

む
て

産
出

後
も

胎

内
に

あ
る

間
も
然・
し

て

別
の

プ

ア

ク

タ

　
ー

あ

ら
ず

し
て

只
生

長
系
數
の

異
る

の

み

此

を

生
長
性
（

毛
畧
げ

ぞ

　
岔
巨
。゚

宵
富
げ

）

ε

云
ふ

人

に

て

は

此
生

長
性
小

な
り

此
少
き

事
は

乳

N 工工
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申
の

蛋

臼
の

少

き
の

み
に

よ

る

に

ゐ

ら
宇

反
對
に

か

く
人

乳
中
に

蛋

白
少
き

は

少
き

生

長
性
に

適
應
し
て

な
b
初
め

よ
b
蛋
白
多
き

牛

乳
に

て

兒
を

養
ふ

も
入

の

乳
ビ

結
果
に

變
化

な
く
生

長
に

要
せ

齢
の ざ

麩
綿
瞬

蝉
黙
騎
勲
鍛
醪
融

翳
譬
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
…

に

生
長
系
數
の

最
高
き
胎

内
の

生

長
よ
り

産
出
せ

る

ご

同
時
に

系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
…

統
低

く

な

り
生
長
期
の

終
b
ま
で

盆
低
く

な
b
邇
に

零
こ

な
る

此

時

ま
で

體
重
の
一

定

軍
位
の

増
加
に

は
一

定
の
エ

、
巧

川

ギ

ー

を

要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
へ

す
（

人
に

て

は

其
よ

b
大
な

皇
ネ

ル

ざ
を

要
す

）

。

此
事
よ
b
し

て

生
長
の

止
み

し
後
に

如

何
に
エ

ネ

川

ギ

ー

（

體
重

一

キ

ロ

グ

ラ

ム

に

就
て

）

の

清

費
が

生

活

を

終
る

ま
で

績
く

や

換

言
す
れ

ば
エ

ネ

川

ギ

ー

ご
出
哥

命
の

間
に

如
何
な
る

關
係
あ
b
や

こ

の

問
題
を
考
ふ

る

を
得

。

困
難
の

最
も

大
な
る

は

確
に

壽
命
を
定
め

能
は

ざ
る

事

な
b
然
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
へ

次
に

先
づ

正

確
ご

思
ふ

數
を
出
だ
さ

ん
o

　
　
　
　
　

重
　
量
　
　

壽

命

　
　
　
生
長
期
　
　
帳
姓
硼

誰

讎

　

馬
　
　
四

五

〇
キ

・

　

三
五

年

　

　
　

五

年

　

　

三
〇

年

　

牛

　
四

五
〇

　

三

〇

　

　
四

　

　
二

六

　
　

内

外

麁

報

　
人
　

　

　
　
亠

ハ

〇
　
　

　
　

八

〇
　

　

　
　

二

〇
　
　

　
　

　
亠

ハ

○
・

　

犬

ニ

ニ

＝
．

二

　

九

　

猫

三

九
、

五

一
、

五

八

　
モ

川

モ

ッ

ト

○
、

亠

ハ

　

　

亠

ハ
、・

七

　

　

〇
、

亠

ハ

　

　

　

亠

ハ

生

長
期
後
の

壽
命
中
の
エ

ネ

〃

ギ

ー

の

全
體
の

溝
費
を

先
づ

仕

事

を
せ

す
蓬

し

て

靜
止
な

う
ご

見
て

計

算
す
れ

ば
。

猫　犬　人 　牛 　馬毛

川

毛

ヅ

ト

　

人
の

外
の

此
等
の

動
物
の

牟

均

此
よ
り
し

て

人
以

外
の

此
等
の

動

物
は

全

體
の

季
〆

ギ

あ
量

に

略

同
し

然
る

に

人
は

非
常
に

高
き

數
を

示
す

。

故
に

人
の

生
活
物

質
は

其

働

き
に

て

他
の

も
の

に

劣
ら
ざ
る

の

み

か

蓬
に

高

度
な
り
。

生
活
の

際
限
は

原
形
質
の

分
解
の

度
に

關

係
多
き
が

如・
し

小
動

物

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三一
二

一
亠

ハ

三
・

兀

OO

キ

ロ

グ

ラ
ム

カ

ロ

リ

一

四
一

〇

九
〇

七
二

五
八

〇

〇

一
亠

ハ

四
〇

〇

〇

二

二
＝
一
入

○
〇

二
⊥

ハ

五
〇

〇
〇

　

　

　

　
　
　
　
一

九
一

六
〇

〇

N 工工
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内

外

彙

報

に

て

は

分

解
早
く
大

動

物
に
て

は

遲
し

人
の

組

織
は

特
別
に

大
な

る

抵
抗
力
あ

る

事
に

て

顯
著
な
れ

ご

之
れ

の

み

が

長
壽
の

原
因
こ

も
思
は

れ

す
。

叉
單
細

胞

生
物

5
し

は

單
に

分

裂
し

て

増
殖

す
る

故
に

死
は

な

し

新・

7
分

裂
に

よ
り

生
せ

し

個
體
は

又
完
全
に

生

活
す

（

抄
録
者

柏
く

此

所
實
際
ご

反
す
然
れ
ざ

も
生
理

的
の

理

論
芝
・
し

て

は

差
支

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

へ

な
・
し

）

然・
し

人
工

的
に

生
長

を
止
め

て

生
か

し
置
け

ば

結
果

異

る

余
は

礦
母

菌
に

て

實
驗
せ

b
若
し

生
長
せ

ざ

る

樣
に

食
物
を
興

ふ

れ

ば

壇
繁
せ

す
し
て

老
年
に

逹・
し

途
に

死
す
生

長
せ

ざ
る

状
能
心

に

て

は

意
外

に

短
命
こ

な
る

生
長

分
化
物

質
の

混
和
が

生
活
の

泉

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源

な
b

隻
止

耄
・
し

哺
乳
類
に

て

募
化
物

質
の

混

和
も

ど
…

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

生
長
期
の

終
b
に

逹

す
る

時
寧
ろ

其

よ
b
少
む

前
に

生
長

力
が

生

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

殖
器
に

彙
中
す

他
の

細
胞
が

發
展
の

能
力

を
失
す
・
疋

れ
に

て

種
に

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

固
有
な
る

最
大
形
に

逹
す

。

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

後
來
望

む
べ

き
は

如
何

に

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

生

長
期
が

顧
々

の

此

等

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

の

問
題
に

應
用
す
べ

き
か

の

研
究
な
b
。

　
　
　
　
　
（

完
）

（

抄
録
者

早
生

物
の

異
常
に

撃
は

毛
ガ

ン

の

エ

ボ

リ

ユ

↓
。

ン

、

エ

ン

ド
、

ア

ダ

プ

イ
ζ
ン

に

「

適
應
ε

し
て

見

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
三

四

　

た

る

壽
命
」

な
る

面
白
き

章
あ
り

此

問
題
に

興
味
を
有
せ

ら
る

　

主

諸
君
は

此

を
一

讀
せ

ら
る
べ

し

此 ，
刑
i
。

「
州

U
の

論
文
中
壽

　

命
の

點
は

不

完
全
な
れ．
ε

も
生
長

期
の

凡

て

に

於
て

人
類
が

他

　

の

此
所
に

記

載
せ

ら
れ
・
し

動
物
よ
b
特
別
の

態
度
を

示
す

事
は

　

明
白

な
り
サ

ル

の

類
に

て

同
樣
の

生

理

的
研
究
を

爲
さ

ば

獪
興

　

昧
あ

る

べ
・

し
）

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
（

谷
津

直
秀
）

「

鑓
ー

蜘

…
馴

、
〜

　
〔

　・
ー

〔

　覧
（

｛

（

ー

（

ー

（

（
r
’
ノ

’

〜

／

ノ｝
　！胤

●
支
那
産
鮟
鯉

　

當
夏
季
小

野

孝

太
郎

氏
清
國
蘇
州
よ
り

歸

朝
の

際
壹
頭
の

鱶
鯉
を
理
科

大
學
動
物

學
敏
室
に

寄
囎
せ

ら
る

該
獸
は

上
海
に

て

購
な
は

れ
て

飼
養
せ

ら

れ・
し

所
毬
に

斃
れ
6
ご

云
ふ

動
物

學
敷

室
に

は

臺
灣
産
の

標

品

從
來
二

個
あ
り
】

は

骨
骼

に

し
て

他
は

剥
製
の

標

本
な

り

今

回
小

野

氏
の

寄
膾
標

本
は

酒
精

漬
こ

し
て

保

存
せ

ら
る

3
由

該
獸
は

亞
非
利
加

、

印
度

、

爪

哇
、

南
清

、

及

臺

灣
等
に

産
し

從
て

背
隣
の

形

状
大
小

、

爪
の

長

短

等
に

差
異
あ
り
て

腫

類
を

遜
別

す
る

特
徴
こ

な

す
印

度
ヒ

マ

ラ

ヤ

南

清

臺
灣
等
に

産
す
る

種
は

前
肢
の

中
指
の

爪

後
肢
の

中

指
の

爪

よ

り

二

倍
の

長
さ

を
有
し

背
部

を
被

包
す
る

鱗
數
胴
部
に

於
て

拾
七
個
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